


-あの、工マ二エル夫人、が帰ってきだ/

第 4 作「工マ二工ル夫人J ではパンコ

クを舞台に自由な愛の哲学を求め\第2

作「続工マ二工ル夫人」では香港・パリ

島を背景に愛に燃えあがった工マ二工Jtノo

今回\第3作の舞台は\地上最後の楽園

といわれるインド洋に浮かぶセイシェル・

戸イランズ。エキゾチックなオアシスと

呼ばれるこの島々で\工マ二工ルの新し

い愛のさすらいが始まる。この作田を最

後にもう工マ二工ルには逢えない。

-新しいエマニエルガ誕生/

あいかわらず\自由ほん放な愛のゲー

ムに身をゆだねている工マ二工ルとジャ

ン夫婦。だがある時\エマ二工ルは\愛

というものについてまったくちガう考え

方をしている青年クレゴリーを愛してし

まう。男と女にとって\愛とは一体何な

のか? 工マ二工ルの愛の哲学がぐらつ

き始める。夫のもとに戻り性の遍歴に身

をゆだねるか\あるいは青年を追ってそ

の純粋な愛に賭けるか。女としての岐路

に立だされだ工マ二工ル。彼女はここで\

自分の中にひそむ新しい工マ二工ルを発

見する。

-女優生命を賭けるクリステル

工マ二工ルに拐するのは\前2作同様

シルビ戸・クリステル。「これからも女優

としての仕事は続けるつもりだけど\こ

れで文字通り、さよなら工マ二工ル、に

しだいわ」と彼女はいう。それだけに\

この第3作に賭ける彼女の意気ごみはす

さまじい。工マ二工ルの夫ジャンに「続

工マ二工jレ夫人J のウンベルト・オルシ

一二O 工マ二工ルの新しい恋人グレゴリ

ーを演じるジャン二ピ工-ル-ブービ工

は\フランス映画界78年の期待の新星で

ある。

.愛の本質に迫るラブ・ストーリー

「私は\今までの工マ二工ルのイメージ

をのりこえだかつだ。工マ二工ルは\こ

の映画でまつだくちガつだタイプの男性

(こ出会い\愛とか嫉妬\l情熱などが男と

女の閏に存在することを知るのです」と

フランソワ・ルテリ工監督も意欲まんま

ん。つまり\この映画は単なるポルノ・

口マンではなく\二ユ-・工マ二工ルの

誕生であり\愛の本質に迫る本もののラ

フ-ストーリーなのだ。

2月24日(土)~新春大ロードショー
特別鑑賞券￥ 1000 (一般￥ 1300 ・学生￥ 1100のところ)劇場窓口にて発売中ノ


